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「第１回発酵情報交換会（3/14）」の概要
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・講演や情報交換の後に名刺交換
を行った交流会（28名参加）は、懇
親を深め次につながる出会いの場
として有効であった。（オンラインより
深まる！）
・特に、発酵食品の差入れと飲食で
盛り上がった！



＜情報交換会まとめ＞
●本日をキックオフとして、今後様々な情報交換と取組（セ
ミナー、共同研究等）を進める。

●グループ長に高木特任教授を選任。事務局はグループ
長と相談して、メール等で参加者にアンケートを行い、
取組を具体化。当面、５～６月頃に何らかの企画を検討。

●並行して参加者間でコラボの取組や説明のあった国や
府の支援策・資金の活用を進める。

●資金や支援策等については、京都府と連携し、より分かり
やすい資料を作成してＷｅｂやメール等で発信。
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R6.3.14発酵情報交換会の概要（産学官31名参加・交流）

河合常務挨拶 高木特任教授講演

自己紹介・情報交換



行政・研究機関
（国、京都府、研究機関、関係団体他）

生産者・企業
（食品製造・加工業、飲食サービス、企業他）

大学・大学発ベンチャー
（奈良先端大、京都府立大、立命館大、摂南大他）
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＜発酵グループの検討項目例示＞
①発酵・醸造食品のイノベーションで地
域貢献から海外展開までの方策検討

②「発酵×サイエンス×多面的活用」で
発酵ポテンシャルを最大化し、グロー
バルフード化を検討
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発酵グループの展開方向
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